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本日の流れ

■適正配置計画について

■地域協議会からの提言について

■今後の方向性について

■今後の手続きとスケジュールについて

■質疑・応答



■小中一貫教育を推進するための通学区域の見直し
常盤小の児童は、全て西岐波中に進学
👉計画のスケジュールでは、令和９年度入学の生徒

（現常盤小６年生）から順次西岐波中に進学

■適正配置計画について



小中一貫教育とは
小学校と中学校の義務教育の9年間を、連続した期間と

捉えて、継続的で一貫性のある教育を行うもの。

●小・中学校段階における違い
①指導体制の違い ②指導方法の違い ③家庭学習の仕方の違い
④評価方法の違い ⑤生徒指導の手法の違い ⑥部活動の有無

小・中のそれぞれの文化を大切にしながら、小中一貫教育を通じて、
目の前の子どもたちの課題に応じた指導や支援を行う。

違いを活かしながら



【具体的な取組】

・「めざす子ども像」を共有し、同じベクトルで児童生徒を育てる

・９年間を見通したカリキュラムを実施

・小学校５・６年生で教科担任制

・小学生と中学生の交流授業

・小中教員による相互の乗り入れ授業など

【メリット】

・ 中一ギャップの緩和や解消

・確かな学力の定着

・異学年交流などによる精神的な発達



【進学先が分かれる小学校の課題】

どちらか一方の中学校と連携することとなるため、連携先で

ない中学校に進学する児童については、９年間の系統性・連続

性のある教育活動を提供・充実していくうえで課題がある。

一つの小学校からは一つの中学校への進学
となるよう中学校の通学区域を見直す



【計画周知の説明会でいただいた主な意見】

・スケジュールが早急すぎる。

・通学距離が長くなる。



■地域協議会からの提案について
アンケートの実施（内容）

案 実⾏⽅針の内容
回答

1もしくは2

A 【当初計画通り】 令和9年から⻄岐波中学校へ進学

B
【スケジュール
の延期】 令和14年から⻄岐波中学校へ進学

C-1

【学校選択】

令和9年から中学校選択
令和14年から⻄岐波中学校へ進学

C-2

令和9年から中学校選択
令和14年以降も引き続き選択

(条件有り)

D 【区域変更】 令和9年から中学校選択
令和14年から⼩学校区再編



アンケート結果

第1希望、第2希望トータルで、中学校選択が優位。
一定数の⻄岐波中学校進学希望と小学校再編希望が⾒られる。
また、実施時期について早いとの回答が優位。



■地域協議会の提案内容

①令和９年度から当面、「学校の選択」を

可能とし

②通学路の安全確保や通学支援の状況、

学校選択の状況を確認しながら

③令和１５年度までに、

「全員が西岐波中への進学」

「学校選択の継続」

「小学校区の再編」の判断を行うこと



■今後の対応について

①令和9年度入学の生徒から、西岐波中又は常盤中のどち

らかを選択できる運用を行う。

②現計画は、令和11年度に見直すことになっているため、

必要に応じて計画を変更するかどうか検討。

③令和11年度で大きく状況が変わらなければ、令和15年

度に、通学状況や通学の安全対策の状況を確認しながら、

通学区域についての最終的な方針を決定。



■今後の手続きとスケジュールについて

６月
保護者への個別通知
（６月下旬）

【対 象】
亀浦・則貞自治会にお住いの小学校保護者

【配付方法】
学校を通じて配付

７月
選択学校調査票(一次調査)
配付
（夏休み前）

【対 象】
亀浦・則貞自治会にお住いの小学６年生の保護者

【配付方法】
学校を通じて配付・回収8月

選択学校調査票(一次調査)
回収
（夏休み明け）

１１
月

選択学校調査票(最終確認)
配付
（11月下旬）

【対 象】
亀浦・則貞自治会にお住いの小学６年生の保護者

【配付方法】
学校を通じて配付・回収１２

月

選択学校調査票(最終確認)
回収
（冬休み前）


